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うるさい時には
抗議の電話をしよう

　
総
会
は
定
刻
の
一
時
三
十
分
に
始
ま

り
、
執
行
部
を
代
表
し
て
大
波
委
員
長

が ｢

共
謀
罪
の
導
入
や
憲
法
改
悪
を
許

さ
ず
、
違
法
爆
音
を
な
く
す
運
動
を
進

め
よ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て

来
賓
と
し
て
、
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー･

福
田
代
表
、
県
央
共
闘
会
議･

国

兼
共
同
代
表
、
第
四
次
厚
木
爆
音
訴
訟

原
告
団
・
金
子
団
長
、
社
民
党
神
奈
川

県
連
合
・
佐
々
木
副
代
表
、
参
議
院
議

員
福
島
み
ず
ほ
・
池
田
秘
書
よ
り
連
帯

と
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
電
披
露
に
続
い
て
、
総
会
議
長
の

指
名
が
あ
り
、
石
田
代
議
員
（
大
和
南

２
支
部
）
を
全
体
の
拍
手
で
決
定
。
ま

た
総
会
執
行
委
員
、
総
会
書
記
な
ど
大

会
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
総
会
執
行
委
員
長
よ
り
「
総
会

代
議
員
総
数
六
九
名
の
う
ち
、
出
席
代

議
員
三
五
名
・
委
任
状
二
二
名
の
計
五

七
名
で
総
会
構
成
人
員
を
満
た
し
て
い

る
」
と
の
資
格
審
査
報
告
が
あ
り
、
議

長
が
第
五
七
回
定
期
総
会
の
成
立
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
「
２
０

１
６
年
度
活
動
報
告
と
活
動
総
括
」、
第

二
号
議
案
「
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計･

特
別
会
計
決
算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
た
の
ち
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
第
三
号
議
案
「
２
０
１
７
年
度

活
動
方
針
（
案
）」
の
提
案
。「
活
動
の

基
調
」と
し
て
、①
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

反
基
地
・
平
和
運
動
の
強
化
、②
爆
音
を

な
く
し
基
地
撤
去
を
目
指
す
運
動
の
強

化
、③
第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
闘

い
、④
組
織
整
備
と
会
員
の
連
帯
強
化
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
具
体
的
活
動
」
と
し
て
、①
航

空
機
の
墜
落
防
止
・
航
空
機
部
品
落
下

物
に
対
す
る
取
り
組
み
、②
オ
ス
プ
レ
イ

飛
来
阻
止
の
取
り
組
み
、③
航
空
機
爆
音

の
解
消
と
基
地
機
能
縮
小
の
取
り
組
み
、

④
自
治
体
と
の
連
携
、⑤
第
五
次
厚
木
基

地
爆
音
訴
訟
の
取
り
組
み
、⑥
県
下
の
関

連
団
体
と
の
連
帯
強
化
、⑦
組
織
強
化
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
助
成
・
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
組
織
内
に
お
け
る
取
り
組

み
強
化
、⑨
専
門
部
の
活
性
化
の
取
り
組

み
等
が
提
案
さ
れ
満
場
の
拍
手
で
活
動

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
第
四
号
議
案
「
２
０
１
７
年
度

一
般
会
計
予
算
（
案
）」
が
提
案
さ
れ
承

認
。
第
五
号
議
案
「
役
員
選
出
」
に
つ

い
て
の
提
案
が
あ
り
、
全
体
の
拍
手
で

新
し
い
役
員
の
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

　
私
た
ち
厚
木
基
地
周
辺
住
民
は
、
日

頃
よ
り
米
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

の
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
が
間
断
な
く

繰
り
返
さ
れ
、
す
さ
ま
じ
い
爆
音
に
よ

り
深
刻
な
被
害
を
受
け
不
満
と
怒
り
が

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

５
月
20
日
及
び
21
日
に
は
、
日
米
で
飛

行
を
禁
止
し
て
い
る
午
後
10
時
以
降
に

突
如
、
激
し
い
爆
音
を
轟
か
せ
夜
間
飛

行
を
行
っ
た
こ
と
は
到
底
容
認
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
22
日
に
も
夜
間
飛
行
が
行

わ
れ
、
深
夜
午
前
０
時
過
ぎ
に
は
大
き

な
爆
音
を
轟
か
せ
る
な
ど
、
受
忍
の
限

度
を
超
え
る
耐
え
難
い
爆
音
被
害
を
受

け
て
い
る
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に
と
っ

て
は
我
慢
も
限
界
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
厚
木
爆
同
は
さ
る

５
月
24
日
に
厚
木
基
地
正
門
に
出
向
き

厚
木
基
地
司
令
官
に
、
そ
し
て
防
衛
大

臣
に
対
し
て
は
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局

座
間
事
務
所
に
対
し
て
、
空
母
艦
載
機

に
よ
る
深
夜
飛
行
の
抗
議
と
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。 

　
具
体
的
な
抗
議
と
要
請
内
容
は
つ
ぎ

の
通
り
で
す
。 

１
．
日
米
で
合
意
し
て
い
る
「
厚
木
飛

行
場
周
辺
の
航
空
機
の
騒
音
軽
減
措

置
」
を
厳
守
す
る
こ
と
。 

２
．
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
爆
音
の
元

凶
で
あ
る
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
を

行
わ
な
い
こ
と
。 

３
．す
べ
て
の
離
着
陸
訓
練（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
・

Ｎ
Ｌ
Ｐ
）を
硫
黄
島
で
実
施
す
る
こ
と
。 

４
．
厚
木
基
地
周
辺
上
空
で
の
編
隊
飛

行
を
行
わ
な
い
こ
と
。

東京都議選挙・衆議院選挙
爆同推薦候補
東京都議選挙・衆議院選挙
爆同推薦候補

７月2日投票予定の東京都議会選挙について、
厚木爆同は反基地平和運動を更に推進するため、
今村るか氏を、また衆議院神奈川15区予定候補
者の佐々木克己氏の推薦を決定しました。
爆同会員の皆様のご支援をお願いします。

　

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
役
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
活

動
さ
れ
厚
木
基
地
の
爆
音
被
害
解
消
と

平
和
運
動
の
強
化
発
展
に
努
め
ら
れ
た

小
野
清
輝
氏
（
大
和
北
２
支
部
・
二
〇

〇
五
〜
二
〇
一
六
年
の
12
年
間
）
を
功

労
者
表
彰
規
定
に
基
づ
き
第
57
回
定
期

代
議
員
総
会
で
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
第
57
回
定
期
代
議
員
総
会
を
５
月
６
日
、
大
和
市
渋
谷
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
一
年
間
の
総
括
と
活
動
方
針
を

決
定
。
自
民
党
一
強
に
お
ご
る
安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
、
共
謀
罪
の
導
入

に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
一
万
人
の
原
告
を
目
指
し
、
動
き
出
し
た
第
五

次
爆
音
訴
訟
の
成
功
に
向
け
団
結
し
、
平
和
で
静
か
な
生
活
環
境
を
取
り

も
ど
す
た
め
、
粘
り
強
く
闘
い
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

第
五
次
爆
音
訴
訟
の
提
訴
を
確
認

第
五
次
爆
音
訴
訟
の
提
訴
を
確
認

憲
法
改
悪
阻
止
！

　基
地
撤
去
！

　共
謀
罪
反
対
！

憲
法
改
悪
阻
止
！

　基
地
撤
去
！

　共
謀
罪
反
対
！

―
厚
木
爆
同
第
57
回
定
期
代
議
員
総
会
―

―
厚
木
爆
同
第
57
回
定
期
代
議
員
総
会
―

＝
は
じ
め
に
＝

今
村
る
か

東
京
都
議
会
議
員

佐
々
木 

克
己

衆
議
院
選
挙
神
奈
川
15
区

＝
議
　
　
事
＝

＝
具
体
的
活
動
＝

艦
載
機
の
深
夜
飛
行
に
抗
議
と
申
し
入
れ

新活動方針を決定した代議員総会（上）
組織拡大と団結強化を誓う代議員（下）
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現
在
の
政
治
情
勢
の
中
で
厚
木
爆
同
の
最

も
恐
れ
る
こ
と
は
静
か
な
空
を
求
め
て
自
由

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
内
容
の
一
つ
は
平
和
憲
法
改
悪
の

動
き
で
す
。
安
倍
政
権
は
憲
法
９
条
の
中
に

軍
隊
の
存
在
を
明
記
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
ら
我
々
の
運
動
は
困
難
に
な
り

ま
す
。
更
に
も
う
一
つ
は
、
政
府
は
戦
争
法

の
一
環
と
し
て
「
共
謀
罪
」
の
設
置
を
狙
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
法
律
は
、
独
裁
政

治
を
可
能
に
し
ま
す
。
反
対
す
る
勢
力
に
対

し
て
、
行
政
の
さ
じ
加
減
一
つ
で
暴
力
的
に

そ
の
組
織
の
動
き
を
弾
圧
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
戦
前
の

治
安
維
持
法
と
同
じ
で
あ
り
、
我
々
厚
木
爆

同
の
防
衛
省
や
米
軍
に
対
す
る
違
法
行
為
を

指
摘
し
、
反
対
す
る
組
織
を
組
織
的
犯
罪
組

織
と
み
な
し
、
我
々
の
運
動
に
抑
圧
を
加
え

る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
は
断
じ
て
容
認
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
動
き
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
厚
木
爆
同
は
情
勢
を
的

確
に
と
ら
え
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
闘
い

の
大
き
な
柱
は
第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟

の
立
ち
上
げ
を
成
功
さ
せ
裁
判
闘
争
を
有
利

に
進
め
る
こ
と
で
す
。
爆
音
を
無
く
す
た
め

や
航
空
機
の
墜
落
を
絶
対
に
許
さ
ず
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
飛
来
を
認
め
な
い
行
動
等
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
、

基
地
反
対
の
闘
い
を
進
め
て
き
た
多
く
の
団

体
と
交
流
を
深
め
連
帯
強
化
を
し
て
闘
い
を

進
め
ま
す
。
更
に
は
、
支
部
活
動
や
本
部
の

　
第
四
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
は
昨
年
12
月

終
結
し
、
現
在
新
た
な
第
五
次
訴
訟
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
訴
訟
の
目
的
は
、
厚
木

基
地
を
離
発
着
す
る
米
軍
機
、
自
衛
隊
機
の

飛
行
差
止
め
と
違
法
な
爆
音
に
対
す
る
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
厚
木
基
地
の
爆
音
を
な
く
す
た
め
、
こ
れ

ま
で
４
回
の
裁
判
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
裁

判
で
は
い
ず
れ
も
「
厚
木
基
地
の
爆
音
は
住

民
の
ガ
マ
ン
の
限
度
を
超
え
違
法
で
あ
る
」

と
の
判
決
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
向
に
爆

音
被
害
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
も

裁
判
所
も
「
ア
メ
リ
カ
に
は
何
も
言
え
な
い
」

と
し
て
、
私
た
ち
の
切
実
な
訴
え
を
退
け
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
「
違
法
な
爆
音

を
や
め
ろ
」
と
声
を
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
、

爆
音
被
害
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
前
回
の
四

次
訴
訟
で
は
、
最
終
的
に
最
高
裁
で
私
た
ち

の
訴
え
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

裁
、
高
裁
で
は
「
自
衛
隊
機
の
夜
間
・
早
朝

の
飛
行
差
止
め
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
も
新
し
い
発
想
の
も
と
に
活
性
化
を
目

指
し
、
自
由
で
自
主
的
な
活
動
を
す
す
め
、

若
い
爆
同
の
会
員
を
発
掘
し
て
高
齢
化
に
歯

止
め
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
要
求
を
的
確
に
捉
え
、
活
動
を
強

め
信
頼
を
得
て
組
織
を
強
化
し
爆
同
の
存
在

感
を
発
揮
す
る
行
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
爆
同
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
共
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　「
あ
と
一
歩
」
と
言
う
ほ
ど
、
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
訴
え
が
少
し
ず
つ

裁
判
官
に
も
認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
爆
同
会
員
を
は
じ
め
基
地
周
辺
住

民
の
皆
様
か
ら
、
六
千
名
を
超
え
る
原
告
の

加
入
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
多
く
の
原
告
参
加
を
募
り
、
一
万
人
の
原

告
団
を
結
集
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
だ
五
次
訴
訟
の

原
告
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
加
入

申
込
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
近
所

の
知
人
、
友
人
の
方

に
も
原
告
参
加
を
呼

び
か
け
て
下
さ
い
。

【
連
絡
先
】

第
五
次
厚
木
基
地
爆

音
訴
訟
実
行
委
員
会

☎
０
４
６-

２
０
０-

５
３
３
２

（新）

（新）

（新）

（兼務）

（新）

（新）

（新）

（新）

（新）

（新）

《2017・2018 年度》

第四次厚木爆音訴訟
原告団団長

第四次厚木爆音訴訟
原告団事務局長

役　職

委員長

副委員長

〃

〃

書記長

書記次長

〃

〃

総務部長

組織部長

情宣部長

調査部長

会計（一般）

会計（特別）

特別執行委員

〃

会計監査

〃

顧問

〃

〃

   氏　　名

大 波 修 二

高久　　保

石郷岡　忠男

森 　 謙 治

荻 窪 幸 一

矢 澤 洋 二

小 林 正 幸

日 朝 志 郎

福 田 一 二

矢 澤 洋 二

前 田 伸 幸

山 本 健 治

飯 森 昭 男

斉 藤 孝 幸

金子 豊貴男

相 澤 義 昭

山 口 繁 美

川 村 政 枝

浜 崎 重 信

中 川 敦 至

平 岡 幸 雄

所属支部

大和北2

座　間

綾　瀬

大和中

大和北1

大和南1

大和北1

海老名

相模原

大和南1

藤　沢

町　田

大和北1

大和中

大和北2

綾　瀬

大和北1

大和中

海老名

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員

　
爆
同
会
員
の
お
宅
を
会
報
配
布
す
る
事

に
よ
り
、
地
形
や
道
路
を
覚
え
、
何
か
の

役
に
立
つ
。
爆
同
の
動
員
行
動
が
あ
れ
ば

駄
目
元
で
参
加
を
お
願
い
す
る
。
そ
の
様

な
事
が
続
け
ば
、
何
か
と
お
願
い
も
聞
い

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
が
継

続
し
て
お
互
い
会
員
同
志
の
信
頼
関
係
に

結
び
つ
き
、
急
な
行
動
に
も
快
く
参
加
し

て
も
ら
え
る
。
そ
れ
が
人
間
関
係
を
固
く

結
び
つ
け
る
基
礎
と
な
る
。
あ
る
時
は
、

無
理
も
き
く
仲
間
と
な
る
。

　
組
織
を
強
く
し
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
は
、

や
っ
ぱ
り
人
間
同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
行
動
力
に
あ
る
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
頼
り
に
な
る
仲
間
は
、

自
ら
が
切
り
開
い
て
い
く
行
動
力
に
あ
る
。

爆
音
問
題
は
、
日
常
生
活
と
共
に
地
域
の

切
実
素
朴
な
「
平
和
で
静
か
な
空
を
取
り

戻
そ
う
！
」
の
願
い
を
目
標
に
我
々
爆
同

会
員
は
結
集
し
、
同
じ
志
の
実
現
に
努
力

す
る
。
そ
の
力
こ
そ
が
や
が
て
は
自
治
体

を
動
か
し
、
子
や
孫
の
代
ま
で
継
続
す
る
。

そ
う
し
た
運
動
に
な
る
事
が
私
達
の
望
み

で
も
あ
る
。
現
代
社 

会
は
、
高
齢
化
人

口
が
急
増
し
て
い
る
。
一
般
的
に
年
を
取

る
と
内
に
こ
も
り
が
ち
に
な
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
行
動
す
る
事
が
、
自
身
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
生
き
が
い
に
も
通

じ
る
。
爆
同
運
動
の
よ
う
な
地
域
運
動
は
、

思
想
・
信
条
に
関
係
無
く
賛
同
出
来
る
人

は
、
ど
ん
ど
ん
分
け
隔
て
な
く
参
加
出
来

る
事
こ
そ
が
組
織
拡
大
の
大
き
な
要
因
だ

と
思
う
。「
継
続
は
力
」「
数
は
力
な
り
」

支
部
強
化
の
ヒ
ン
ト
は
こ
こ
に
あ
る
。

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

支
部
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

大
和
南
１
支
部

矢
澤 

洋
二

日
常
の
活
動
が
、

  

爆
同
運
動
に
結
び
つ
く

日
常
の
活
動
が
、

  

爆
同
運
動
に
結
び
つ
く

大波修二
厚木爆同委員長

大
波

　修
二

厚
木
爆
同
委
員
長

飛
躍
す
る
爆
同
を
建
設
し
よ
う
！

五
次
訴
訟
に
結
集
し
よ
う

違
法
な
爆
音
を
や
め
ろ


